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質　疑

問 構造的赤字の認識と改善計画について。 

答 現状の経営は非常に厳しいと認識しており、収益
確保と費用縮減の両面から取り組みます。収益面

では、入院患者数の増加を図るため、機能的な回復期病
床を有効活用し、近隣病院等との連携を深めてポストア
キュートやサブアキュートの入院を積極的に受け入れま
す。また、2 年ごとの診療報酬改定に対応して診療単価
の上昇につなげます。費用面では、最も割合が大きい給
与費を縮減するため、令和 8 年 4 月から新病院と同じ 3

病棟体制へ移行し、看護職員を集約します。年度途中の
退職者の不補充徹底や会計年度任用職員の採用抑制によ
り、病床規模に見合った人員体制にします。

討　論
なし

議決結果
全会一致で原案認定

構造的赤字の認識と 
 改善計画は

　 
    議案第 81 号   令和 7 年度加西市病院事業 
                             会計の決算認定について 
                              

質　疑

問 介護を支える側の人材育成・支援体制について。 

答 地域で介護を支える重要性は認識しており、ボラ
ンティアや事業者、NPO、シニアクラブなど、これ

まで関わりのなかった組織とも連携しながらバックアッ
プ体制に力を入れていきたいと考えます。

討　論
なし

議決結果
全会一致で原案認定

　 
    議案第 75 号   令和 7 年度加西市介護保険特 
                             別会計の決算認定について 
                            

質　疑

問 基幹管路の耐震適合率と今後の耐震化の進め方に
ついて。

答 送水管の耐震化率は、市川町からの送水が終了し
たことで 100% となっており、配水管を含めた全体

では約 83% です。今後は、避難場所等の重要施設を中
心に国の交付金を活用しながら徐々に耐震化を進めてい
きます。 

討　論

なし

議決結果
全会一致で原案認定

基幹管路の耐震化と 
 今後の収益・支出の方向性

　 
    議案第 79 号   令和 7 年度加西市水道事業 
                             会計の決算認定について 
                            

質　疑

問 基金の状況について。 

答 令和６年度末の基金残高は、7 億 2,525 万円でした
が、令和７年度中に 5,200 万円を取り崩し、現在は

6 億 7,325 万円です。

討　論
なし

議決結果
全会一致で原案認定

基金の適切な運用で 
 将来の負担軽減を

　 
    議案第 74 号   令和 7 年度加西市国民健康 
                             保険特別会計の決算認定に 
                            ついて

介護を支える側の人材育成 
 ・支援体制の強化を


